
国際養鶏養豚総合展（IPPS）2027の

拡大開催について
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国際養鶏養豚総合展（IPPS）の歴史

第１回（ 1992年）から第9回（ 2022年）まで

養鶏・養豚機械メーカーによる“国際養鶏養豚総合展運営協議会”が主催となり、

養鶏養豚産業の近代化・効率化を図るための展示会として寄与してきた。

第10回から中央畜産会が主催となった。

第１回国際養鶏養豚総合展は1992年、名古屋市吹上ホールにて

「出展者が展示しやすい価格で、出展者も来場者も満足する展示会」を目指して実施。

出展者数は66社・団体、来場者数は8,000人にのぼった。

2024年

23,298人

216社・団体

946小間
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国際養鶏養豚総合展（IPPS）2024概要

テ ー マ ：広げよう畜産の未来 養鶏・養豚産業の未来を動かす3日間。

会 期：2024年4月24日(水)～26日(金) 10：00～17：00 

※最終日のみ16時まで

会 場：ポートメッセなごや 第1展示館

主 催：公益社団法人 中央畜産会

後 援：農林水産省／愛知県／名古屋市／地方競馬全国協会／

(独)農畜産業振興機構

共 催：(一社)日本養鶏協会／(一社)日本養豚協会／(一社)日本食鳥協会

協 賛：全国農業協同組合連合会／日本養鶏農業協同組合連合会／

(協)日本飼料工業会／日本養豚事業協同組合／

(公社)日本動物用医薬品協会／(公社)畜産技術協会／

(一社)日本種鶏孵卵協会／(一社)日本卵業協会

入 場 料 ：一般 1,000円（税込）※事前Web登録者は無料

施設・機械の展示：216社/団体 946小間

企業プレゼン：54社 79枠

ステージ・イベント：特別講演会６枠、養豚協会、卵業協会、

IPPSアワード

その他：地元の農業高校、一部の畜産会の参加
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国際養鶏養豚総合展（IPPS）2024会場風景
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2027年展示会の拡大イメージ
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出展拡大 来場拡大 研究発表

〇新規開拓

〇企業プレゼンの充実

〇屋外スペースの拡大

〇海外出展者

〇新規開拓

〇海外からの来場者

〇研究成果発表の場

〇大学、学会、試験場、

研究機関への周知

１ ２ ３

イベント 広報 その他

〇特別講演会の充実

〇優良製品の表彰

〇生産者イベント

〇試乗会

〇交通広告、web広告、

SNS、関連誌/紙

〇畜産関連団体等への

情報発信

〇食の充実

〇地元・全国の畜産物

の紹介

４ ５ ６



拡大開催を実現するためには
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農林水産省
都道府県等

農研機構
試験研究機関
改良センター 等

中央・地方の
畜産関連団体

農業・工業関係
の教育機関

全国畜産会組織

愛知県

様々な関連組織・団体とのコネクションを持つ
中央畜産会だからこそ実現が可能！



（１）愛知県の全面的な協力

（２）国内唯一の常設保税展示場

（３）空港隣接の立地による交通利便性

（４）屋内続き間で５万㎡、屋外３.６万㎡の大展示場

（ポートメッセ名古屋：２万㎡、屋外展示場無し）

（５）大型厨房施設により展示場内での調理、提供が可能 等
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本会姫田副会長および月井事務局長が
愛知県大村知事を表敬訪問

開催会場および愛知県との連携

大村知事

「国内外の多くの方が集まる盛大な展示会に
なることと期待しており、県としてもしっかりと

開催の支援をしてまいります。」

■ 愛知県国際展示場の優位性

■ 開催会場

規模拡大に対応可能なさらなる大型施設

愛知県国際展示場 での開催が決定



愛知県国際展示場(AICHI SKY EXPO)について

8

▲外観

▲内装▲展示会風景



愛知県国際展示場(AICHI SKY EXPO)について

中部国際空港セントレア直結

駐車場は3,447台収容可能

■ アクセス
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愛知県国際展示場(AICHI SKY EXPO)について

■ レイアウト
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周辺施設について
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大規模な展示会へと拡大して
いくためには、

出展者・来場者の増加に対応
できる周辺施設が必須

→セントレア周辺は
宿泊施設や飲食店、観光地も充実

→県の協力のもと
滞在型の展示会にしていく



2027年展示会の概要（まとめ）

会 期：2027年5月19日(水)～21日(金) 

会 場：愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）

主 催：公益社団法人 中央畜産会

2027年展示会はIPPSの精神を継承し、
「オール畜産の世界の情報発信基地」

へと発展させていきます。

多くの皆様のご出展・ご参加を
お待ちしています！
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←最新情報はこちら


